
定期第98号
    ～県南地域感染制御ネットワーク支援事業～        　　　　

　

  　　県南地域感染症情報                     　令和元年5月15日

　

「県南地域感染症情報」に関する御意見､御質問等はＦＡＸまたはメールでお願いします。

県南保健所生活衛生部医療薬事課

ＦＡＸ０２４８－２３－１２５２ メールアドレス kansen_kennan@pref.fukushima.lg.jp

ＨＩＶに感染しているかどうかは、血液検査で確認できます。

心配だと思ったら保健所で検査を受けましょう。

感染してから確実に診断できるようになるまで６～１２週間かかるため、

もしかして？と思った行為から３か月以降の検査で確実な結果を得ることができます。

エイズとは「後天性免疫不全症候群」という病気で、「ＨＩＶ（ヒト免疫不全ウイルス）」というウイルスに

感染して、免疫不全状態になることをいいます。

ＨＩＶに感染してもすぐにエイズを発症するわけではありません。自覚症状のない時期が数年間続きます。

症状が進行すると病気と闘う抵抗力が下がり、さまざまな感染症や悪性腫瘍などの重い病気にかかって

しまいます。

保健所のエイズ検査は匿名・無料です。
※併せて梅毒検査も受けられます。

６月１日（土）～６月７日（金）は、ＨＩＶ検査普及週間です。

エイズは免疫力が低下する病気です

県南保健所でのＨＩＶ検査（エイズ検査）の流れ

電話で日時

を予約 する

（前日まで

に）

保健所に来所

検査前の相談

血液検査

保健所に来所

（検査日から

２週間以降）

検査結果を聞く

即日（迅速）検査を希望する場合

はご相談ください。県内で実施して

いる保健所をご紹介します。

無症候期
自覚症状はあまりない。

エイズ発症
免疫機能が極端に低下し、

さまざまな感染症、悪性腫

瘍などにかかり、エイズと

診断される。

ＨＩＶ感染からエイズ発症まで

発症まで数年
自覚症状がなくても、感染力はある！！

ＨＩＶ感染
感染から数週間後に

かぜに似た症状が出

ることがある。

県南保健所

検査 毎週木曜日9:00～11:00

第２・４木曜日17:30～19:00

電話 ０２４８－２２－６４０５

２０１９年第１７週（４月２２～４月２８日）におけるインフルエンザ定点医療機関からの報告数が、県内は

４．８になり、前週よりやや減少しましたが、県南地域では、まだ小流行が続いています。

例年、A型のあとにB型が流行する傾向があり、現在、B型の割合が増えています。

インフルエンザに感染しないよう、一人ひとりが日ごろから手洗いの励行など予防をこころがけましょう。

★インフルエンザにかかったら・・・・・

１ 具合が悪ければ早めに医療機関を受診しましょう。

２ 他人にうつさないために、咳エチケットを実践しましょう

県南地域では、まだインフルエンザが流行しています。！！


